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(57)【要約】
【課題】多チャンネルの音源に対する制御を小型化され
た装置で実現する。
【解決手段】モード判定部３１は、モード切換スイッチ
ＥＸ１～ＥＸ４がオンになっているか判定する。チャン
ネル割り当て部３２は、モード切換スイッチがオンの場
合、そのグループに含まれる複数のチャンネルＣＨ１～
ＣＨ４を自己及び他のグループのフェーダＦ１～Ｆ４に
割り当て、個別モードとする。チャンネルスイッチ判定
部３４は、モード切換スイッチがオフの場合に、チャン
ネルスイッチＳＷ１～ＳＷ４がオンであるか判定する。
チャンネルスイッチのすべてがオフの場合、そのグルー
プのフェーダで、そのグループのすべてのチャンネルを
一括して操作する。グループモードで、グループのいず
れかのチャンネルスイッチがオンになった場合に、オン
になったチャンネルをそのグループのフェーダに割り当
てる。オンになったチャンネルのみをそのグループのフ
ェーダで制御する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の音源入力チャンネルと、前記複数のチャンネル中の１チャンネルの出力を個別に
調整するか、あるいは複数チャンネルの出力を一括して調整するフェーダと、
　前記フェーダの調整操作を個別モードとグループモードに切り換えるモード切換スイッ
チと、
　モード切換スイッチの状態が、個別モードであるかグループモードであるかを判定する
モード判定部と、
　前記モード判定部の判定の結果、個別モードである場合、前記複数のチャンネル中の１
チャンネルを、前記フェーダに割り当てると共に、グループモードである場合、前記複数
のチャンネルを一括して前記フェーダに割り当てるチャンネル割り当て部と、
を備えることを特徴とする音声調整卓。
【請求項２】
　複数の音源入力チャンネルと、前記複数のチャンネル中の１チャンネルの出力を個別に
調整するか、あるいは複数チャンネルの出力を一括して調整するフェーダと、前記フェー
ダの調整操作を個別モードとグループモードに切り換えるモード切換スイッチとを１つの
グループとして、
　これらのグループを複数グループ配置し、かつ、これら複数のグループにおけるモード
切換スイッチは、いずれか１つのグループのモード切換スイッチのみが個別モードになり
得るように設定され、
　各グループにおけるモード切換スイッチの状態が、個別モードであるかグループモード
であるかを判定するモード判定部と、
　このモード判定部の判定の結果、あるグループのモード切換スイッチの状態が個別モー
ドである場合、そのグループに属する複数のチャンネルを、複数のグループのフェーダに
割り当てると共に、すべてのグループのモード切換スイッチがグループモードである場合
、各グループに属する複数のチャンネルをグループ毎に一括してそのグループのフェーダ
に割り当てるチャンネル割り当て部と、
を備えることを特徴とする音声調整卓。
【請求項３】
　前記複数のチャンネルには、それぞれのチャンネルに対するフェーダの制御の可否を決
定するチャンネルスイッチが設けられ、
　前記モード切換スイッチの判定の結果、グループモードである場合に、前記チャンネル
スイッチの状態を判定するチャンネルスイッチ判定部を備え、
　前記チャンネル割り当て部は、前記チャンネルスイッチ判定部の判定の結果、前記チャ
ンネルスイッチがフェーダの制御を可能とする状態の場合、前記フェーダに前記チャンネ
ルを割り当てることを特徴とする請求項１または請求項２記載の音声調整卓。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、多チャンネルの音源に対する制御を小型化された装置で実現し、さらに操作
時における使用者の負担を軽減して、放送事故を防止することができる音声調整卓に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　オーディオミキシングコンソール（以下、音声調整卓という）は、複数の音源に対して
音声回線を通じて接続されており、回線を通じて入力された音源からの出力信号に対して
音声調整（ボリュームなどの制御）行う装置のことをいう。近年では、従来ステレオであ
った放送音声がサラウンドになり入力される音源数も多くなることから、多チャンネルの
処理能力が音声調整卓に要求されるようになった。
【０００３】
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　多チャンネルの処理を実現するためには、音声調整卓に設けられた操作部材（以下、フ
ェーダという）を、チャンネル数分増やす構成で対応可能である。しかし、フェーダをチ
ャンネル数分増やすと、音声調整卓が大型化して、限られたスペースに音声調整卓を設置
することが困難となる。また、チャンネル数分、音声調整卓に設けられたフェーダを増や
し、多チャンネルに対応できるようにしても、フェーダの数が多くなりすぎて、音声を調
整する使用者の負担が大きくなる。さらに、使用者の負担が大きくなることによって操作
ミス、すなわち放送事故に繋がる恐れもある。
【０００４】
　上述のような音声調整卓の多チャンネル化に伴う問題を解決する技術として、特許文献
１に記載の技術がある。この技術は、使用者の負担を軽減するため、同一系統の複数のチ
ャンネル（例えば、マイク系統のチャンネル、ＣＤやＭＤなどの音源系統のチャンネル、
ＶＴＲなどの映像系統のチャンネルなど）を、１つのグループにまとめ、これをマスター
フェーダで同時に操作するものである。また、この技術は、使用者の操作ミス、すなわち
放送事故を防止するため、個々のチャンネルの音声出力のオン・オフを切り換えるチャン
ネルスイッチや、前記マスターフェーダに割り当てられたチャンネルの音声出力のオン・
オフを切り換えるミュートスイッチを設けて、音声出力の制御を行うものである。
【特許文献１】特開平８－１３０４２７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記特許文献１記載の技術は、同一系統の複数のチャンネルを一纏めにして、１つのマ
スターフェーダで同時に操作することが可能となるため、操作性は向上する。その反面、
個々のチャンネルを操作するフェーダに加えて、マスターフェーダを別途設けるため、音
声調整卓の大型化を招く。
【０００６】
　また、特許文献１記載の技術は、個々のチャンネルのフェーダやマスターフェーダにチ
ャンネルスイッチやミュートスイッチを設けることで、フェーダの不使用時（リハーサル
などで一旦設定したボリュームなどの設定を、その後に動かしたくない場合）には、使用
者がたとえフェーダやマスターフェーダに触れたとしても、フェーダの制御が行われない
ようにして、使用者の誤操作を防止している。しかし、この技術では、使用者がチャンネ
ルスイッチやミュートスイッチ等を押下し忘れ、しかも、チャンネルのフェーダやグルー
プマスターフェーダを誤操作した場合には、放送事故を防止することができない。
【０００７】
　本発明は、上記のような従来技術の課題を解決するもので、その目的は、多チャンネル
の音源に対する制御を小型化された装置で実現し、さらにフェーダの数を少なくすること
によって操作時における使用者の負担を軽減して、放送事故を防止することができる利便
性の高い音声調整卓を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の目的を達成するため、本発明の音声調整卓は、複数の音源入力チャンネルと、前
記複数のチャンネル中の１チャンネルの出力を個別に調整するか、あるいは複数チャンネ
ルの出力を一括して調整するフェーダと、前記フェーダの調整操作を個別モードとグルー
プモードに切り換えるモード切換スイッチと、モード切換スイッチの状態が、個別モード
であるかグループモードであるかを判定するモード判定部と、前記モード判定部の判定の
結果、個別モードである場合、前記複数のチャンネル中の１チャンネルを、前記フェーダ
に割り当てると共に、グループモードである場合、前記複数のチャンネルを一括して前記
フェーダに割り当てるチャンネル割り当て部と、を備えたことを特徴とする。
【０００９】
　このような構成を有する本発明では、１つのフェーダがチャンネルを個別制御と、グル
ープ制御をすることが可能となる。そのため、チャンネル数分のフェーダ及びマスターフ
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ェーダが必要ではなくなり、音声調整卓の小型化を図ることができる。また、チャンネル
数分のフェーダが必要ではないため、使用者の負担を軽減することができる。
【００１０】
　本発明において、複数の音源入力チャンネルと、前記複数のチャンネル中の１チャンネ
ルの出力を個別に調整するか、あるいは複数チャンネルの出力を一括して調整するフェー
ダと、前記フェーダの調整操作を個別モードとグループモードに切り換えるモード切換ス
イッチとを１つのグループとして、これらのグループを複数グループ配置し、かつ、これ
ら複数のグループにおけるモード切換スイッチは、いずれか１つのグループのモード切換
スイッチのみが個別モードになり得るように設定され、各グループにおけるモード切換ス
イッチの状態が、個別モードであるかグループモードであるかを判定するモード判定部と
、このモード判定部の判定の結果、あるグループのモード切換スイッチの状態が個別モー
ドである場合、そのグループに属する複数のチャンネルを、複数のグループのフェーダに
割り当てると共に、すべてのグループのモード切換スイッチがグループモードである場合
、各グループに属する複数のチャンネルをグループ毎に一括してそのグループのフェーダ
に割り当てるもできる。
【００１１】
　このような構成とした場合、個別モードの場合には、他のグループのフェーダを、選択
されたグループの各チャンネルの個別制御に使用することができる。その結果、個別モー
ド時において、同一のグループ内の各チャンネルを別々のフェーダで制御することが可能
となり、操作性が向上する。
【００１２】
　更に、本発明において、前記複数のチャンネルには、それぞれのチャンネルに対するフ
ェーダの制御の可否を決定するチャンネルスイッチが設けられ、前記モード切換スイッチ
の判定の結果、グループモードである場合に、前記チャンネルスイッチの状態を判定する
チャンネルスイッチ判定部を備え、前記チャンネル割り当て部は、前記チャンネルスイッ
チ判定部の判定の結果、前記チャンネルスイッチがフェーダの制御を可能とする状態の場
合、前記フェーダに前記チャンネルを割り当てることも可能である。
【００１３】
　このようにグループモードにおいて、各チャンネルごとにフェーダの割り当てを可能と
することで、同一グループ内の各チャンネルを１つのフェーダで操作する場合であっても
、各チャンネルに設けられたチャンネルスイッチをオン・オフすることで、グループモー
ドにおいても、各チャンネルを個別に制御することができる。
【発明の効果】
【００１４】
　以上のように本発明によれば、多チャンネルの対応と装置の小型化を実現し、さらに使
用者の負担を軽減して、放送事故を防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　次に、本発明を実施するための実施形態について、図面を参照して説明する。この実施
形態の音声調整卓は、それぞれ１つのフェーダを有する４つのグループを有し、かつ、各
グループに４つのチャンネルを設けたものである。
【００１６】
［１．最良の実施形態］
［１－１．操作部の構成］
　図１は、本実施形態の音声調整卓の操作部を示すものである。この操作部は、それぞれ
４つのチャンネルを有する４つのグループＧ１～Ｇ４に分割されている。各グループＧ１
～Ｇ４には、それぞれ４つのチャンネルのオン・オフの状態を表示するためのチャンネル
表示部ＣＨ１～ＣＨ４と、各チャンネルをオン・オフするためのチャンネルスイッチＳＷ
１～ＳＷ４が設けられている。
【００１７】
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　ここで、第１のグループの４つのチャンネルは、一例として、マイクの音声出力信号を
調整するＭＩＣ１～ＭＩＣ４である。第２のグループの４つのチャンネルは、音源の音声
出力信号を調整するＣＤ１－ＡＦである。第３のグループの４つのチャンネルは、ＶＴＲ
１～ＶＴＲ４の音声出力信号を調整するＶＴＲ１～ＶＴＲ４である。第４のグループは、
中継地からの音声出力信号を調整する札幌～福岡である。そのため、各チャンネル表示部
ＣＨ１～ＣＨ４には、これら各チャンネルの内容に対応した表示がなされている。
【００１８】
　各グループＧ１～Ｇ４には、個別モード（例えば、リハーサル時に使用される）と、グ
ループモード（例えば、放送時に使用される）を切り換えるモード切換スイッチＥＸ１～
ＥＸ４が、それぞれ１つずつ設けられている。また、グループＧ１～Ｇ４には、個別モー
ドにおいて個々のチャンネルの出力を調整する機能、及びグループモードにおいてＧ１～
Ｇ４の制御対象である４つのチャンネル全体の出力の調整を行う機能を有するフェーダＦ
１～Ｆ４が、それぞれ１つずつ設けられている。更に、個別モードにおいて、そのグルー
プのフェーダがどのチャンネルを操作するか、及び、グループモードにおいてそのグルー
プのフェーダがグループのすべてのチャンネルを同時に制御するかを表示するフェーダ表
示部Ｄ１～Ｄ４が、各グループに１つずつ設けられている。
【００１９】
　ここで、個別モードとは、同一のグループに属する複数のチャンネルの音声を、同じグ
ループのフェーダ及び他のグループのフェーダを使用して、個別に操作することができる
状態をいう。また、グループモードとは、同一グループに割り当てられた複数のチャンネ
ル全体の出力をそのグループのフェーダで調整することができる状態、及び前記チャンネ
ルスイッチＳＷ１～ＳＷ４を使用することでグループＧ１～Ｇ４に設けられたそれぞれの
チャンネルの音声をそのグループのフェーダで個別に操作することができる状態をいう。
以下、これらの状態を、グループモードと個別モードに分けて具体的に説明する。
【００２０】
［１－２．個別モード］
　モード切換スイッチＥＸ１～ＥＸ４をオンにすることによって、個別モードとなる。以
下では、モード切換スイッチＥＸ１～ＥＸ４、フェーダＦ１～Ｆ４、フェーダ表示部Ｄ１
ーＤ４について説明する。なお、個別モードは、グループＧ１～Ｇ４に設けられたそれぞ
れのチャンネルの音声を個別に操作することができる状態であるため、チャンネルスイッ
チＳＷ１～ＳＷ４は使用しない。
【００２１】
　例えば、第１のグループＧ１に属する４つのチャンネルであるマイクＭＩＣ１～ＭＩＣ
４の出力を個別に制御するため、モード切換スイッチＥＸ１をオンとして個別モードにす
ると、マイクＭＩＣ１～ＭＩＣ４はそれぞれ、各グループに設けられたフェーダＦ１～Ｆ
４に割り当てられる。すなわち、第１のグループＧ１のフェーダＦ１には第１のグループ
Ｇ１の第１マイクロフォンＭＩＣ１が、第２のグループＧ２のフェーダＦ２には第１のグ
ループＧ１の第２マイクロフォンＭＩＣ２が、第３のグループＧ３のフェーダＦ３には第
１のグループＧ１の第３マイクロフォンＭＩＣ３が、第４のグループＧ４のフェーダＦ４
には第１のグループＧ１の第４マイクロフォンＭＩＣ４が割り当てられる。同時に、フェ
ーダ表示部Ｄ１～Ｄ４には、図１に示すように、それぞれ制御対象のチャンネルＭＩＣ１
～ＭＩＣ４が表示される。
【００２２】
　このように第１のグループＧ１の４つのチャンネルに、各グループの４つのフェーダＦ
１～Ｆ４が割り当てられた状態で、各フェーダＦ１～Ｆ４を操作すると、フェーダＦ１～
Ｆ４に割り当てられたチャンネルＭＩＣ１～ＭＩＣ４の出力が調整される。
【００２３】
　そして、モード切換スイッチＥＸ１からモード切換スイッチＥＸ４に切り替えると、つ
まり、モード切換スイッチＥＸ４をオンにすると、各フェーダＦ１～Ｆ４にはグループＧ
４のチャンネルＣＨ１～ＣＨ４が割り当てられる。すなわち、第１のグループＧ１のフェ
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ーダーＦ１には第４グループＧ４の第１のチャンネルである札幌放送局からの音声が、第
２のグループＧ２のフェーダＦ２には第４グループＧ４の第２のチャンネルである仙台放
送局からの音声が、第３グループＧ３のフェーダＦ３には第４グループの第３のチャンネ
ルである名古屋放送局からの音声が、第４グループＧ４のフェーダＦ４には第４グループ
Ｇ４の第４のチャンネルＣである福岡放送局からの音声が割り当てられる。同時に、フェ
ーダ表示部Ｄ１～Ｄ４には、図２に示すように、それぞれ制御対象のチャンネルの内容を
示す「札幌」～「福岡」が表示される。
【００２４】
　このように、第４グループＧ４の４つのチャンネルが、各グループの４つのフェーダＦ
１～Ｆ４に割り当てられた状態で、各フェーダＦ１～Ｆ４を操作すると、フェーダＦ１～
Ｆ４に割り当てられたグループ４の第１のチャンネルである札幌放送局からの音声から第
４のチャンネルである福岡放送局からの音声の出力が調整される。
【００２５】
［１－３．グループモード］
　モード切換スイッチＥＸ１～ＥＸ４がいずれもオンでない場合、すなわち、すべてのモ
ード切換スイッチがグループモードに切り替わっている場合に、本実施形態の音声調整卓
はグループモードとなる。以下では、チャンネルＣＨ１～ＣＨ４、チャンネルスイッチＳ
Ｗ１～ＳＷ４、フェーダＦ１～Ｆ４、フェーダ表示部Ｄ１～Ｄ４について、図３、図４を
参照して説明する。
【００２６】
（１）全チャンネルの一括操作
　この一括操作は、各グループのモード切換スイッチＥＸ１～ＥＸ４がいずれもグループ
モードに切り替わっており、しかも、各チャンネルのオン・オフ状態を示すチャンネルス
イッチＳＷ１～ＳＷ４がオフ状態、すなわち、そのチャンネルが各グループのフェーダに
よって操作不可能な状態に設定されている状態である。この場合、フェーダ表示部Ｄ１～
Ｄ４には、グループ名が表示され、各フェーダがグループモードであることが表示される
。また、チャンネル表示部ＣＨ１～ＣＨ４にも、そのチャンネルがオフ状態であることの
表示（ＬＥＤの消灯）がなされる。
【００２７】
　この一括操作では、例えば、第１のグループでは、例えば、図３に示すように第１のグ
ループＧ１のフェーダＦ１には、モード切換スイッチＥＸ１の制御対象である４つのチャ
ンネルＭＩＣ１～ＭＩＣ４全体の音声が割り当てられ、第１のグループＧ１のフェーダＦ
１を操作すると第１のグループＧ１の制御対象チャンネルＭＩＣ１～ＭＩＣ４全体の出力
を調整することが可能となる。同様に、他のグループにおいても、そのグループのフェー
ダを操作することで、グループに属するチャンネル全体の出力調整を行うことができる。
【００２８】
（２）個々のチャンネルの個別操作
　本実施形態では、グループモードにおいても、個々のチャンネルの出力を個別制御でき
る。ここで、例えば、チャンネルスイッチＳＷ１のみをオンにした場合、図４に示すよう
にチャンネルスイッチＳＷ１に対応するチャンネル（第１のマイクロフォンＭＩＣ１）の
みが、第１のグループＧ１のフェーダＦ１に割り当てられる。このとき、チャンネルスイ
ッチＳＷ１がオン状態となったことが、ＬＥＤを点灯させるなどして、チャンネル表示部
ＣＨ１に表示される。そして、第１のグループＧ１のフェーダＦ１を操作するとそのチャ
ンネル（第１のマイクロフォンＭＩＣ１）の出力が調整される。
【００２９】
　この場合、複数のチャンネルスイッチＳＷ１～ＳＷ４は、排他的にオン・オフするもの
であっても良いし、複数のチャンネルスイッチを同時にオンとするようにしても良い。い
ずれにせよ、オン状態に設定された１つまたは複数のチャンネルが、そのグループのフェ
ーダによって制御される。なお、図３及び図４に示すように、第２のグループ以下につい
ても、前記第１のグループと同様に、すべてのチャンネルスイッチをオフとした一括操作



(7) JP 2010-41356 A 2010.2.18

10

20

30

40

50

と、一つまたは複数のチャンネルスイッチをオンすることによる個別操作とを行うことが
できる。
【００３０】
［１－４．制御手段］
　次に、上記のような操作部を有する本実施形態を実現するために必要な制御手段の構成
について、図５の構成図を参照して説明する。なお、前記図１～図４に示した部材と同一
のものについては、同一の符号を付す。
【００３１】
　図中ＥＸ１～ＥＸ４は、個別モードとグループモードを切り換えるモード変換スイッチ
、Ｆ１～Ｆ４は、個別モード及びグループモードにおいてチャンネルの出力を調整するフ
ェーダ、ＳＷ１～ＳＷ４は、モード切換スイッチＥＸ１～ＥＸ４の制御対象である各チャ
ンネルの出力を個別にオン・オフするチャンネルスイッチである。
【００３２】
　３１は、モード切換スイッチＥＸ１～ＥＸ４のオン・オフ、すなわち、個別モードかグ
ループモードかを判定するモード判定部である。３２は、モード切換スイッチＥＸ１～Ｅ
Ｘ４がオンの場合、グループの制御対象である各チャンネルを各フェーダＦ１～Ｆ４に割
り当てるチャンネル割り当て部である。３３は、フェーダＦ１～Ｆ４が操作された場合に
そのフェーダＦ１～Ｆ４に割り当てられたチャンネルの音声を調整し、音声装置３５に出
力する制御部である。
【００３３】
［１－５．制御手段の作用］
　以下、本実施形態の制御手段の作用について、図５の構成図及び図６のフローチャート
を参照して説明する。
（１）個別モード
　まず、モード判定部３１が、音声調整卓に設けられた第１のグループのモード切換スイ
ッチＥＸ１がオンであるか、つまり、個別モードであるか否か判定する（図６のステップ
１）。モード判定部３１の判定の結果、第１のモード切換スイッチＥＸ１が個別モードで
ある場合には（図６のステップ１のＹＥＳ）、モード判定部３１はモード切換スイッチＥ
Ｘ１がオンであることを、チャンネル割り当て部３２に出力する。
【００３４】
　このチャンネル割り当て部３２は、第１のグループのモード切換スイッチＥＸ１の制御
対象である第１のグループに属する各チャンネルＣＨ１～ＣＨ４を、音声調整卓に設けら
れた自己のグループのフェーダＦ１及び他のグループのフェーダＦ２～Ｆ４に割当てる（
図６のステップ２）。割り当ての仕方としては、事前に第１のグループの各チャンネルＣ
Ｈ１～ＣＨ４と各フェーダＦ１～Ｆ４の対応関係を定めておき、モード切換スイッチＥＸ
１～ＥＸ４がオンの場合に、事前に定められた各チャンネルと各フェーダの対応関係で割
り当てを行う。なお、使用者が各チャンネルとフェーダの対応関係を設定・変更できるよ
うにしても良い。
【００３５】
　そして、制御部３３は、使用者がいずれかのグループのフェーダＦ１～Ｆ４を操作した
か否か判定し（図６のステップ３）、判定の結果、使用者がフェーダＦ１～Ｆ４のいずれ
かを操作したと制御部３３が判定した場合には（図６のステップ３のＹＥＳ）、制御部３
３は、使用者が操作したフェーダＦ１～Ｆ４に対応する第１のグループのチャンネルＣＨ
１～ＣＨ４の出力を調整し、音声装置３５に出力する（図６のステップ４）。なお、フェ
ーダＦ１～Ｆ４の操作がされていない場合には（図６のステップ３のＮＯ）、ステップ１
の処理に戻る。
【００３６】
　一方、モード切換スイッチ判定部３１の判定の結果、第１のモード切換スイッチＥＸ１
がオフである場合には（ステップ１のＮＯ）、モード切換スイッチ判定部３１は、他のモ
ード切換スイッチＥＸ２～ＥＸ４について順次オンであるか否かを判定する（ステップ５
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、ステップ１０、ステップ１４）。そして、モード切換スイッチ判定部３１の判定の結果
、いずれかのモード切換スイッチＥＸ２～ＥＸ４がオンの場合には、以降はステップ２か
らステップ４までの処理と同じ処理を行う（ステップ６～ステップ８。ステップ１１～ス
テップ１３、ステップ１５～ステップ１７）。
【００３７】
（２）グループモードの個別操作
　一方、モード切換スイッチ判定部３１の判定の結果、モード切換スイッチＥＸ１～ＥＸ
４がすべてオフの場合には、グループモードになり、モード切換スイッチ１の制御対象で
あるチャンネル全体の音声を制御するグループ操作、またはグループに含まれる各チャン
ネルを個別に調整する個別操作が可能となる。
【００３８】
　まず、個別操作について説明すると、チャンネルスイッチ判定部３４は、チャンネルス
イッチＳＷ１～ＳＷ４がオンか否かを判定する（ステップ１８）。チャンネルスイッチ判
定部３４の判定の結果、あるグループのチャンネルスイッチＳＷ１～ＳＷ４の少なくとも
１つがオンの状態である場合には（ステップ１８のＹＥＳ）、オン状態のチャンネルスイ
ッチＳＷ１～ＳＷ４に対応するチャンネルＣＨ１～ＣＨ４をそのグループのフェーダに割
り当てる（ステップ１９）。その結果、前記図４で説明したように、希望するチャンネル
のチャンネルスイッチをオンとすることで、グループモードでも、オンとなったチャンネ
ルをそのグループのフェーダで操作できる。
【００３９】
　すなわち、制御部３３は、使用者がフェーダＦ１～Ｆ４を操作したか否か判定し（ステ
ップ２０）、制御部３３の判定の結果、使用者がフェーダＦ１～Ｆ４のいずれかを操作し
たと判定された場合には（ステップ２０のＹＥＳ）、制御部３３は、使用者に操作された
フェーダＦ１～Ｆ４に対応するチャンネルＣＨ１～ＣＨ４の出力を調整し、音声装置３５
に出力し、音声装置３５は音声を出力する（ステップ２１）。
【００４０】
（３）グループモードの一括操作
　前記チャンネルスイッチＳＷ１～ＳＷ４のいずれもがオフの場合（ステップ１８のＮＯ
）は、各グループのフェーダＦ１～Ｆ４は、図３に示すように、そのグループに属するす
べてのチャンネルＣＨ１～ＣＨ４全体の出力を同時に調整する一括操作となる。なお、こ
のときフェーダ表示部Ｄ１～Ｄ４には制御対象であるグループ名が表示されることは、前
記図３の通りである。
【００４１】
　前記チャンネルスイッチ判定部３４の判定の結果、すべてのチャンネルスイッチＳＷ１
～ＳＷ４がオフの状態である場合（ステップ１８のＮＯ）、すなわち、グループモードで
はあるが、グループに含まれる複数のチャンネルについて個別に音声の調整が必要でない
場合、制御部３３はグループモードの一括操作と判定して、使用者がフェーダＦ１～Ｆ４
を操作したか否か判定する（ステップ２２）。制御部３３の判定の結果、使用者がフェー
ダＦ１～Ｆ４を操作したと判定された場合には（ステップ２２のＹＥＳ）、制御部３３は
、使用者に操作されたフェーダＦ１～Ｆ４の設けられたグループに属するチャンネル全体
をそのフェーダに割り当て、その出力を調整して音声装置３５に出力する（ステップ２３
）。なお、使用者がいずれのグループのフェーダＦ１～Ｆ４を操作していない場合には、
ステップ１の処理に戻る。
【００４２】
［１－６．実施形態の効果］
　以上のような本実施形態によれば、個別制御の場合には、他のグループのフェーダを、
選択されたグループの各チャンネルの個別制御に使用することができる。すなわち、個別
制御に当たって、チャンネル数分のフェーダが必要ではなくなり、音声調整卓の小型化を
図ることができる。その結果、リハーサル時のような個々のチャンネルを独立して調整す
るような場合に有効である。
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【００４３】
　一方、グループモードでは、複数のチャンネルを一つのフェーダで同時に制御できるの
で、そのグループに設けられたフェーダが従来技術のマスタフェーダとしての役割を果た
す。その結果、リハーサルモードのように、個々のチャンネルの音量調整は要求されず、
グループ全体の調整を同時にかつ迅速に行う場合に有効である。しかも、グループモード
でも、チャンネルスイッチを使用することで、個々のチャンネル音量調整も行うことがで
きるので、一括操作と個別操作を自由に選択できる利点もある。
【００４４】
［２．その他の実施形態］
　本発明は、前記実施形態に限定されるものではなく、各グループの数、各グループに属
するチャンネル数は自由に変更可能である。また、チャンネルスイッチを設けることなく
、グループモードと個別モードの切り替えを行うようにしても良い。その場合でも、マス
タフェーダを設けることなく、グループモードと個別モードを実現できるので、音声調整
卓の小型化が達成できる。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】本発明の音声調整卓の一実施形態における操作部の構成を示す正面図で、個別モ
ードを示す。
【図２】本発明の音声調整卓の一実施形態における操作部の構成を示す正面図で、個別モ
ードを示す。
【図３】本発明の音声調整卓の一実施形態における操作部の構成を示す正面図で、グルー
プモードを示す。
【図４】本発明の音声調整卓の一実施形態における操作部の構成を示す正面図で、グルー
プモードでの個別操作を示す。
【図５】本発明の音声調整卓の一実施形態における制御手段の機能ブロック図。
【図６】図５の制御手段の動作を示すフローチャート。
【符号の説明】
【００４６】
ＥＸ１～ＥＸ４…モード切換スイッチ
ＣＨ１～ＣＨ４…チャンネル表示部
ＳＷ１～ＳＷ４…チャンネルスイッチ
Ｇ１～Ｇ４…グループ
Ｄ１～Ｄ４…フェーダ表示部
Ｆ１～Ｆ４…フェーダ
３１…モード判定部
３２…チャンネル割り当て部
３３…制御部
３４…チャンネルスイッチ判定部
３５…音声装置
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【図３】 【図４】
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